




研究要言 

男性不妊娠療の実態を明らかにするためにそれを積極的に行っている全国 10 施設を選定

して 1997 年 1 年間の初診患者について、不妊の原因、精液検査成績、治療法に関して調査

した.本報告書では東京歯科大学市川総合病院泌尿器科における成績について述べる. 

1、調査対象とした患者数は 253 例であった. 

2・不妊原因は精巣因子が 186 例と多く、その他は精路因子 79 例、性機能因子8 例という

結果であった.このことから造精機能に関する検討がとくに重要と考えられた. 

3、精液検査成績みると、精液量、精子数は正常例が多かったが、精子運動率、精子形態は

異常例の方が多かった. 

4、治療法は精巣因子に対しては漢方薬の投与および精索静脈癌手術が主に行われていた.

精路因子に対しては、抗菌剤の投与が最も多かったが、今後は精路再建術の適応例が増加

するものと思われた.また逆行性射精例に対する膀胱内精子回収および精路閉鎖例に対す

る精巣上体精子回収が行われたが、これらの方法も今後多く用いられようになると考えら

れた. 


